
令
和
2
年
こ
く
せ
い
ち
ょ
う
さ

国
勢
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　国
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

９
月
中
に
市
内
の
全
世
帯
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
記
入
依
頼
お
よ
び
配

布
を
行
い
ま
す
。
調
査
員
の
訪
問
の

際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
ま
た

は
ド
ア
越
し
に
説
明
し
、
調
査
票
の

配
布
は
、
在
宅
・
不
在
に
関
わ
ら
ず
、

郵
便
受
け
な
ど
に
入
れ
て
行
い
ま

す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

郵
送
で
の
回
答
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　令
和
２
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　国
勢
調
査
は
、
統
計
法
令
に
基
づ

く
基
幹
統
計
調
査
で
す
。
そ
の
た
め
、

調
査
項
目
へ
の
回
答
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。（
報
告
義
務
）

ま
で
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
企
画
政
策
課

46・５
２
０
６ （
直
通
）

53・４
１
１
１ （
内
線
２
２
３
）

10
月
７
日
（
水
）

国
勢
調
査
を
装
っ
た
、

「
か
た
り
調
査
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

９
月
中
に
調
査
員
が

各
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

　国
勢
調
査
を
装
い
、
訪
問
、
電
話
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
の
情
報
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
（
い
わ
ゆ
る
「
か

た
り
調
査
」）が
過
去
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　次
の
①
②
の
場
合
を
除
き
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
職
員
、
統
計
調
査
員
な
ど
が
、

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
国
勢
調
査
の
依
頼

を
し
た
り
、
個
人
や
世
帯
の
情
報
を
調
査

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

①

　調査
票
の
提
出
後
、
記
入
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
る
た
め
、
確
認

す
る
場
合

　
②

　既に
統
計
調
査
員
の
訪
問
に
よ

り
調
査
票
の
記
入
依
頼
を
し
て
い

る
が
、
期
限
ま
で
に
調
査
票
の
提

出
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
提
出

を
再
度
お
願
い
す
る
場
合

　統
計
調
査
員
は
、常
に
顔
写
真
入
り
の「
調

査
員
証
」を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
証

を
携
帯
し
て
い
な
い
者
が
訪
問
し
た
場
合
、

統
計
調
査
員
に
な
り
す
ま
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　不
審
な
訪
問
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企
画
政
策
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

☎ ☎

調
査
票
の
回
答
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

郵
送
で
お
願
い
し
ま
す

国
勢
調
査
に
は

回
答
の
義
務
が

あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
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国道３４号等大村市内幹線道路整備促進期成会は、国土交通省
九州地方整備局に対し、国道３４号大村諫早拡幅をはじめとす
る、幹線道路の整備促進について要望しました。また、７月の豪
雨で国道３４号が冠水し、交通に大きな影響があったことを受
け、国土強靭化において大きな役割を担う国道３４号大村諫早
拡幅の早期整備についても、併せて緊急要望を行いました。

7/29 国道34号等市内幹線道路整備促進期成会
国道34号等の早期整備を要望

県下５地区の中高生が出場する「“社会を明るくする運動”長
崎県弁論大会」が、さくらホールで開催されました。非行や犯
罪のない、安全で安心な地域社会を築くことを目的にしてい
るこの運動。今年は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため無観客での開催でしたが、大村から参加した３人の弁士
も檀上で熱弁をふるい、それぞれの想いを伝えました。

7/31 中学・高校生長崎県弁論大会
無観客にも負けない想い

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で悪化した地域経済
を活性化するため、30％のプレミアムが付いた商品券を販売
しました。地元商店や飲食店の専用券を設けており、1次販売
の会場となったボートレース大村には、朝から長蛇の列がで
きました。3万冊用意されたプレミアム商品券は、好評につき、
7月30日に完売。使用期限は、９月30日までです。

7/23 大村市“ふっこう”プレミアム商品券販売
地域経済の“ふっこう”のため

部隊改編により自衛隊員が減員された陸上自衛隊竹松駐
屯地に、新たな自衛隊施設の誘致を強力に推進するため、
市と民間団体で組織する期成会を立ち上げました。設立総
会では、誘致する施設を明確にしようと意見が出され、国が
新編を計画している水陸機動団の連隊の誘致を目指し、今
後、国に対して積極的に要望していく予定です。

7/29 大村市陸上自衛隊水陸機動団誘致期成会
官民一体となって誘致を
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